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平成 29年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【人工知能と未来社会】 

日 程:平成 29年 8月 25日 

受講者数:16名 

会 場：姫路工学キャンパス A棟１階 A102（姫路市書写 2167） 

講 師: 松井伸之 

 

2016年３月，人工知能(AI)“ALphaGO”がトップ囲碁棋士に圧勝し「AIの驚天動地の完勝」と報道され，

AIブームを加速させた。そこで用いられた深層学習(Deep Learning)は現代 AIの革命的技術であり，ビ

ッグデータ，IoT時代に不可欠な技術となっている。本講座では、深層学習を中心とする現代 AIの軌跡

をたどり，今何が起こりつつあるか，この技術をわかりやすく紹介して AIがもたらす未来社会像を探る。 

ビッグデータ，IoT時代の新型 AIビジネスや自動運転実現に不可欠な技術とされ，現在では第４次産

業革命をもたらすと期待される現代 AIの中核技術：深層学習とは何か。本講座では，古くから思考す

る機械の実現を夢見てきたヒトの叡智を追い，コンピュータの発明から現代の人工知能に至るまでの苦

難の道を辿りながら，深層学習の基礎と応用を以下の内容でわかりやすく紹介し，現代 AIがもたらす

未来社会像を探った。 

1.AI前史 

 人工知能(Artificial Intelligence:AI)は 1956 年に登場した言葉だが，思考する機械の実現は大昔

からヒトは夢想していた。世界最古(BC100年頃)のコンピュータや 19世紀のバベッジ機関(現代コンピ

ュータの元祖)，ブールの思考の法則そして真空管方式のコンピュータ：ENIAC の発明(1946 年)までを

駆け足で追い，知能の定義・解釈を広く紹介した。 

2.今，人工知能はなぜ話題になっているか？ 

1956 年以降の第１次 AIブーム，1980 年代の第２次 AI ブームに生まれたニューラルネットワークの基

礎技術（脳にまねた（学んだ）情報処理様式）の基礎をわかりやすく説明した。続いて現在の第３次ブ

ームが如何に起こったかの紹介を通じて深層学習の基礎と応用をわかりやすく講義した。 

3.何が期待されるか？                 

AIの特異点（「AIの性能が 2045年に全人類の知性の 

総和を超える」と未来学者レイ・カーツワイルが予測） 

と予測されているが，現在，深層学習で達成できている 

AI技術を広く紹介し，未来社会に期待される技術実現の 

ための研究動向を紹介した。【ニューラルネットとは？】⇒ 
 


